
令和６年度 第１回認知症施策事業推進委員会 

次 第 

 

日時 令和６年６月１２日（水）午後７時から 

場所 Ｗｅｂ会議及び小金井市役所第二庁舎８０１会議室  

 

１ 開会 

 

２ 事務局出席者紹介 

 

３ 会議録の作成方針 

 

４ 議題 

 ⑴ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画について 

 ⑵ 令和５年度認知症施策事業の実績報告について 

 ⑶ 令和６年度認知症施策事業の実施予定について 

 ⑷ 認知症講演会について 

 

５ その他 

 

６ 閉会 

 

次回 令和７年２月２８日（金）１９時からを予定 

 

 

 

【配付資料】 

 ⑴ 第９期小金井市介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画（抜粋） 

 ⑵ 令和 5 年度における認知症関連事業の実施実績（速報値） 

 ⑶ 令和 6 年度における認知症事業の実施予定 

 ⑷ チームオレンジの施行設置について 

 ⑸ 令和 6 年度認知症施策事業予定表 

 ⑹ 認知症講演会（普及啓発）について 

 ⑺ 令和 5 年度お元気サミット・介護みらいフェスアンケート集計結果 



 





















 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



資料２
令和５年度における認知症関連事業の実施実績（速報値）

№ 目標値
※1 実施内容 達成

※2

度合
成果

※3 備考欄

令和５年度
認知症相談窓口
認知度５０％

↓
月１回実施

２ 月１回実施
○推進員同士が月に１回認知症関連事業に関する協議を行う。
○相談窓口の認知度向上へ向けた検討を行う。

Ａ
○推進員同士の情報共有、各種事業の検討を行っている。
○４月から毎月対面にて開催した。

３ 年２回実施
○認知症の方本人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地
域で暮らし続けられるとともに、その家族が安心できるよう、
引き続き認知症施策について、検討・推進する。

Ａ
○第１回：令和５年６月１４日（Ｗｅｂ及び対面）
○第２回：令和６年２月２１日（Ｗｅｂ及び対面）

４ 年１回実施
○事例検討等を交えた多職種の連携強化を図る研修等を実施す
る。

Ａ
○実施日：令和５年１月１５日（Ｗｅｂ開催）
○内容：認知症に関する多職種連携事例等の検討
○参加者数：　人

５
受診率

近隣他市同等
○認知症に関する正しい知識の普及啓発を進めるとともに、早
期発見・早期対応を図る。

Ｂ

○実施期間：（７０～７４歳）令和５年６月１日～令和５年１
２月２８日、（７５～７９歳）令和５年９月１日～令和６年３
月２９日
○検診実施機関数：１６医療機関
○受診数：４６人
○受診券等送付数：１１，６４２通
○受診率：０．４％

６
相談件数
年３件

○認知症が疑われるものの医療等の支援を受けていない市民を
対象に、専門職によるチームで訪問し、支援を行う。

Ａ ○３件

令和５年度
８，１５０人

↓
令和５年度中
６５０人増

８
年３回実施
（３０人）

○高齢者の介護を担う世代へ向けての取組を検討していく。 Ｂ
○第 １ 回：　６月　３日　　１０人
○第 ２ 回：　９月１５日　　１３人
○第 ３ 回：　２月１５日　　　６人

９ 年１回実施 ○受講後の受講者活用に向けた検討を行う。 Ａ ○３月１５日　　２３人

１０
５校

（５００人）
○既存の実施校に加え、受入先増加へ向けた調整を行う。 Ｂ

○東　小：　　９月１９日　　９６人
○緑　小：　１１月２４日　１１０人
○南　中：　　１月２２日　１３２人
○二　小：　　１月３０日　　７９人

１１
年２回実施
（４０人）

○未受講者へ向けたアプローチを行う。 Ａ
○第 １ 回：　８月　９日　　４２人
○第 ２ 回：　１月１０日　　１６人

１２ ８０人
○高齢者の見守り協定を締結済みの事業者等の受講に向けたア
プローチを行う。

Ａ
○住民（２回分）：　　　　　２８人
○企業・団体（６回分）：　　４６人
○医療・介護事業所等（３回分）：４６人

１３ 年１回実施 ○市民への普及啓発事業について検討を行う。 Ａ

○実施日：令和５年１１月８日（お元気サミット介護みらい
フェス）
○内容：（第一部）医療・介護事業所、市職員等による認知症
に関する取組の紹介、（第二部）商業者によるパネルディス
カッション
○参加者数：５７人

１４
訪問回数
１００回

○軽度の認知症状がある高齢者にボランティアが訪問し、話し
相手、声掛け等の援助を行う。
○支援員の交流会を行う。

Ａ

○やすらぎ支援連絡会：（第１回）５月２２日、（第２回）１
月２５日
○支援員数：９人
○利用者数：１４人
○訪問数：１７５回（電話による傾聴３６回を含む。）

○参加者数：６４７人
（内訳は№８～№１２のとおり）

Ｂ

１

○認知症について正しく理解し、出来る範囲で支援する「認知
症サポーター」の養成講座を実施する。

認知症サポーター養成講座

認知症講演会

市民向け（定期開催）

やすらぎ支援事業

認知症初期集中支援事業

７

認知症検診

認知症連携会議

項目

認知症地域支援推進員連絡会
ワーキンググループ

○市と推進員とで情報共有、各種事業の検討を行っている。
○４月から毎月対面にて開催した。

Ａ
○各地域包括支援センターに推進員を配置。市と推進員とで月
に１回認知症関連事業に関する協議を行う。
○相談窓口の認知度向上へ向けた検討を行う。

認知症地域支援推進員連絡会

認知症施策事業推進委員会

その他

市職員向け

キッズ認サポ

ステップアップ講座
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№ 目標値
※1 実施内容 達成

※2

度合
成果

※3 備考欄項目

１５
参加者数

（１１５人）

○認知症高齢者を介護する家族に対する交流会や講習等の機会
を設け、情報共有や身体的・精神的負担軽減を図る事業を実施
する。

Ｂ
○参加者数　９６人
（内訳は№１６～№１８のとおり）

１６
参加者数
（３０人）

○ひがし地域包括支援センターへの委託事業
○偶数月の第２土曜日に実施する。

Ａ

○第 １ 回：　４月　８日　　　９人
○第 ２ 回：　６月１０日　　　８人
○第 ３ 回：　８月１２日　　　９人
○第 ４ 回：１０月１４日　　　７人
○第 ５ 回：１２月　９日　　　６人
○第 ６ 回：　２月１０日　　　６人

１７
参加者数
（２５人）

○緑寿園ケアセンターへの委託事業
○年５回実施する。

Ｂ

○第 １ 回：　４月１５日　　　３人
○第 ２ 回：　７月　１日　　　４人
○第 ３ 回：１０月　７日　　　３人
○第 ４ 回：１２月　２日　　　３人
○第 ５ 回：　３月　２日　　　３人

１８
参加者数
（６０人）

○本町高齢者在宅サービスセンターへの委託事業
○毎月第１土曜に実施する。

Ａ

○第 １ 回：　４月　１日　　　２人
○第 ２ 回：　５月　６日　　　２人
○第 ３ 回：　６月　３日　　　４人
○第 ４ 回：　７月　１日　　１４人
○第 ５ 回：　８月　５日　　　５人
○第 ６ 回：　９月　２日　　　３人
○第 ７ 回：１０月　７日　　１１人
○第 ８ 回：１１月　４日　　　２人
○第 ９ 回：１２月　２日　　　１人
○第１０回：　１月　６日　　　３人
○第１１回：　２月　３日　　　９人
○第１２回：　３月　２日　　　４人

１９ 年２回実施 ○上記３事業の担当者連絡会を開催 Ａ
○第 １ 回：　６月　２日
○第 ２ 回：　２月２０日

２０
アクセス数
４，５００件

○早期発見及び普及啓発を図るため、認知症の初期スクリーニ
ングシステムを運用する。
○市報等に掲載し、周知を図る。

Ａ ○アクセス数：５，９２８件

令和５年度
１０人

↓
令和５年度中

２人増

令和５年度
貸与件数１４件

↓
年度末利用者数

１４件

２３ 年２回実施
○認知症検診受診者の受け皿として、認知症予防、居場所づく
りの場として開催をしていく。

Ａ
○第 １ 回：　７月１０日　１２人
○第 ２ 回：１１月１５日　　５人

一体的支援の実施
（年４回）

○本人・家族がともに活動する時間を設け、他の家族や地域と
の交流を行う一体的支援事業を実施する。運営にはボランティ
ア等に関わってもらい、チームオレンジ設置の足掛かりとす
る。

Ａ

○第１回：　６月１２日
　　　　本人・家族等　９人、サポーター５人
○第２回：　９月１１日
　　　　本人・家族等１３人、サポーター３人
○第３回：１２月１１日
　　　　本人・家族等　８人、サポーター１人
○第４回：　３月１１日
　　　　本人・家族等１４人、サポーター３人

検討
○先進事例情報収集やステップアップ講座受講者の活動の場の
検討等を通じて、チームオレンジ設置に向けた検討を行う。

Ａ
○４月１３日　先進事例訪問（清瀬市）
○５月１５日　ステップアップ講座 受講者説明会

家族介護継続支援事業担
当者連絡会

２１ 見守りシール事業
○市報、ホームページ等により周知を図る。
○捜索模擬訓練を行う。

認知症チェックシステム

令和５年度新規利用者数：６人
令和５年１２月２８日現在利用者数：７人

Ａ

○捜索模擬訓練実施数：４回（貫井けやき公園２回、梶野公園
１回、わくわく都民農園小金井１回）
○新規登録者数：２人
○アプリ登録者数：４，９７１人

Ｂ

認知症予防通いの場

チームオレンジの設置に向け
た検討

２４

○市報、ホームページ等により周知を図る。徘徊高齢者探索サービス２２

家族介護継続支援事業

認知症高齢者を支える家
族の集い

認知症家族の集い

まなぶ・語る・つながる
～家族の会～
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№ 目標値
※1 実施内容 達成

※2

度合
成果

※3 備考欄項目

令和５年度
１１か所

↓
年２４回実施

２６ －
○適宜研修等に参加する。
○世界アルツハイマーデーに合わせた展示等を行っていく。

－

○世界アルツハイマーデーに合わせた展示
　第二庁舎：　９月１１日～９月２２日
　図書館　：　９月　１日～９月２２日
○お元気サミット・介護みらいフェス
　小金井 宮地楽器ホール
          : １１月８日・９日

※１　 は、第８期介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画で示す目標値
は、市にて単年度目標として設定した目標値

※２　「Ａ」：目標値を達成している。
　　　「Ｂ」：目標値を達成していないが、事業は進捗している。
　　　「Ｃ」：目標値を達成しておらず、事業進捗が見られない。
※３　特段の記載がない場合は令和５年１２月２８日現在における成果（実施日等は予定を含む。）

○きた「桜町オレンジカフェ」
　第 １ 回：　４月２２日　２４人
　第 ２ 回：　５月２０日　２６人
　第 ３ 回：　６月２４日　２４人
　第 ４ 回：　７月１５日　２４人
　第 ５ 回：　９月１６日　２３人
　第 ６ 回：１０月２１日　２８人
　第 ７ 回：１１月１８日　２８人
　第 ８ 回：１２月１６日　３１人
　第 ９ 回：　１月２０日　１９人
　第１０回：　２月１７日　３２人
　第１１回：　３月１６日　３５人
○みなみ「にしの台カフェ」
　第 １ 回：　５月３０日　　８人
　第 ２ 回：　７月２５日　１３人
　第 ３ 回：　９月２６日　１７人
　第 ４ 回：１１月２８日　１４人
　第 ５ 回：　１月２３日　１０人
　第 ６ 回：　３月２６日　　６人
○みなみ「貫井住宅カフェ」
　第 １ 回：　４月２５日　１７人
　第 ２ 回：　６月２７日　２５人
　第 ３ 回：　８月２２日　２５人
　第 ４ 回：１０月２４日　３１人
　第 ５ 回：１２月２６日　１４人
　第 ６ 回：　２月２７日　１７人
○ひがし「なごみカフェ」
　第 １ 回：　６月２８日　　８人
　第 ２ 回：　９月２７日　１３人
　第 ３ 回：１２月２７日　１６人
　第 ４ 回：　３月２７日　１４人
○ひがし「ひだまりカフェ」
　第 １ 回：　４月２２日　　６人
　第 ２ 回：　５月２７日　　６人
　第 ３ 回：　６月２４日　１１人
　第 ４ 回：　７月２２日　　７人
　第 ５ 回：　８月２６日　　８人
　第 ６ 回：　９月３０日　　９人
　第 ７ 回：１０月２８日　１１人
　第 ８ 回：１１月２５日　１３人
　第 ９ 回：１２月２３日　１２人
　第１０回：　１月２７日　１０人
　第１１回：　２月２４日　１３人
　第１２回：　３月２３日　１８人

認知症カフェ２５ ○各圏域ごとに実施する。 Ａ

研修・その他
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資料３

令和６年度における認知症関連事業の実施予定

№ 目標値
※1 実施内容

１ 月１回実施

○各地域包括支援センターに推進員を配置。市と
推進員とで月に１回認知症関連事業に関する協議
を行う。
○相談窓口の認知度向上へ向けた検討を行う。

２ 月１回実施
○推進員同士が月に１回認知症関連事業に関する
協議を行う。
○相談窓口の認知度向上へ向けた検討を行う。

３ 年２回実施

○認知症の方本人の意思が尊重され、できる限り
住み慣れた地域で暮らし続けられるとともに、そ
の家族が安心できるよう、引き続き認知症施策に
ついて、検討・推進する。

４ 年１回実施
○事例検討等を交えた多職種の連携強化を図る研
修等を実施する。

５
受診率

近隣他市同等
○認知症に関する正しい知識の普及啓発を進める
とともに、早期発見・早期対応を図る。

６
相談件数
年３件

○認知症が疑われるものの医療等の支援を受けて
いない市民を対象に、専門職によるチームで訪問
し、支援を行う。

令和８年度
１０，０００人

↓
令和６年度中
２４０人増

８
年３回実施
（３０人）

○高齢者の介護を担う世代へ向けての取組を検討
していく。

９ 年１回実施 ○受講後の受講者活用に向けた検討を行う。

１０
５校

（５００人）
○既存の実施校に加え、受入先増加へ向けた調整
を行う。

１１
年２回実施
（４０人）

○未受講者へ向けたアプローチを行う。

１２ ８０人
○高齢者の見守り協定を締結済みの事業者等の受
講に向けたアプローチを行う。

１３ 年１回実施 ○市民への普及啓発事業について検討を行う。

１４
訪問回数
１００回

○軽度の認知症状がある高齢者にボランティアが
訪問し、話し相手、声掛け等の援助を行う。
○支援員の交流会を行う。

項目

認知症地域支援推進員連絡会
ワーキンググループ

認知症施策事業推進委員会

認知症初期集中支援事業

７

認知症検診

認知症地域支援推進員連絡会

○認知症について正しく理解し、出来る範囲で支
援する「認知症サポーター」の養成講座を実施す
る。

認知症サポーター養成講座

認知症講演会

認知症連携会議

その他

市職員向け

キッズ認サポ

ステップアップ講座

市民向け（定期開催）

やすらぎ支援事業

1



№ 目標値
※1 実施内容項目

１５
参加者数

（１１５人）

○認知症高齢者を介護する家族に対する交流会や
講習等の機会を設け、情報共有や身体的・精神的
負担軽減を図る事業を実施する。

１６
参加者数
（３０人）

○ひがし地域包括支援センターへの委託事業
○偶数月の第２土曜日に実施する。

１７
参加者数
（２５人）

○緑寿園ケアセンターへの委託事業
○年５回実施する。

１８
参加者数
（６０人）

○本町高齢者在宅サービスセンターへの委託事業
○毎月第１土曜に実施する。

１９ 年２回実施 ○上記３事業の担当者連絡会を開催

２０
アクセス数
４，５００件

○早期発見及び普及啓発を図るため、認知症の初
期スクリーニングシステムを運用する。
○市報等に掲載し、周知を図る。

２１
令和６年度中

２人増
○市報、ホームページ等により周知を図る。
○捜索模擬訓練を行う。

２２ 前年度増 ○市報、ホームページ等により周知を図る。

令和８年度
１１か所

↓
年２４回実施

２４ 年２回実施
○認知症検診受診者の受け皿として、認知症予
防、居場所づくりの場として開催をしていく。

２５ 1か所

○けやきの杜認知症カフェ（杜）にてチームオレ
ンジの施行実施を行い、課題の抽出と、令和7年
度からの本格実施に向けた整理を図る。（市内4
か所の認知症カフェで設置予定）

２６ 年４回

○本人・家族がともに活動する時間を設け、他の
家族や地域との交流を行う一体的支援事業を実施
する。チームオレンジ（認知症カフェ）と一体的
支援事業の両方を、本人・家族とボランティアが
行き来できる相互関係の構築を目指す。

２７ 年１回実施
○市内キャラバンメイトの連絡会を実施し、各種
諸問題の抽出・検討と、今後より一層重要となる
認知症サポーターの養成の推進を図る。

２８ －
○適宜研修等に参加する。
○世界アルツハイマーデーに合わせた展示等を
行っていく。

※１　 は、第９期介護保険・高齢者保健福祉総合事業計画で示す目標値
は、市にて単年度目標として設定した目標値

○各圏域ごとに実施する。認知症カフェ２３

研修・その他

認知症チェックシステム

認知症予防通いの場

キャラバンメイト連絡会の実
施

一体的支援の実施

チームオレンジの施行実施

見守りシール事業

徘徊高齢者探索サービス

家族介護継続支援事業

家族介護継続支援事業担
当者連絡会

認知症高齢者を支える家
族の集い

認知症家族の集い

まなぶ・語る・つながる
～家族の会～

2



資料４ 

 

 

チームオレンジの試行設置について 

 

１ 概要 

  認知症施策大綱（令和元年６月１８日認知症施策推進関係閣僚会議）により、令

和７年度までに設置が求められている「チームオレンジ」について、今年度中に新

設される認知症カフェに「チームオレンジ」としての機能を持たせ、活動内容の精

査、予算及び運営にかかる課題等の確認を行う。 

  試行設置を経て、令和７年度にすべての圏域（４圏域）で「チームオレンジ」を

設置する。 

２ チームオレンジについて 

「認知症サポーターの量的な拡大を図ることに加え、今後は養成するだけでなく、

できる範囲で手助けを行うという活動の任意性は維持しつつ、ステップアップ講座

を受講した認知症サポーター等が支援チームを作り、認知症の人やその家族 の支

援ニーズに合った具体的な支援につなげる仕組み（「チームオレンジ」）を地域ごと

に構築する。」（認知症施策大綱） 

 チームオレンジの３つの基本として、 

① （認知症サポーター）ステップアップ講座修了及び予定のサポーターでチー

ムが組まれている 

② 認知症の人もチームの一員として参加している（認知症の人の社会参加） 

③ 認知症の人と家族の困りごとを早期から継続して支援できる 

が挙げられている。 

３ 主な取り組み状況 

 ⑴ 平成２６年度から 

ステップアップ（旧フォローアップ）講座の実施 

 ⑵ 令和４年度 

  ア 認知症本人と家族の一体的支援プログラムの開始 

  イ 「小金井市チームオレンジ設置に向けた基本的な考え」の策定 

 ⑶ 令和６年度 

   チームオレンジの試行設置 



４ 試行設置概要 

 ⑴ 場所 

   本町けやきの杜（特別養護老人ホーム、認知症グループホーム併設） 

   本町４－７－１ 

 ⑵ 日常生活圏域 

   小金井にし地域包括支援センター圏域 

 ⑶ 内容 

  ア 本町けやきの杜内の地域交流スペースを利用し、認知症カフェを新設。 

  イ 同カフェに、チームオレンジ設置の際に必要となるリーダーとして、認知症

コーディネーターの市担当者を、サブリーダーとして地域包括支援センターの

認知症地域支援推進員を、チーム員として、ステップアップ講座修了者を配置

する。 

  ウ 当事者や家族については、地域住民のほか、グループホーム入居者の参加が

可能か調整する。 

  エ ステップアップ講座修了者の参加については、介護支援ボランティアポイン

ト（活き生きボラポ）の活動対象として、希望者にポイントを付与する。 

 ⑷ 開設時期 

   令和６年７～９月  プレ開催 

       １０月以降   開設 



資料５

項目 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

認知症地域支援推進員
連絡会（月1回）

連絡会① 連絡会② 連絡会③ 連絡会④ 連絡会⑤ 連絡会⑥ 連絡会⑦ 連絡会⑧ 連絡会⑨ 連絡会⑩ 連絡会⑪ 連絡会⑫

認知症地域支援推進員
ＷＧ（月1回）

WG①

　　　　　　ひがし

WG②

　　　　　　にし

WG③
　
　　　　　　みなみ

WG④

　　　　　　きた

WG⑤

　　　　　　ひがし

WG⑥

　　　　　　にし

WG⑦
　
　　　　　　みなみ

WG⑧

　　　　　　きた

WG⑨

　　　　　ひがし

WG⑩

　　　　　にし

WG⑪

　　　　　みなみ

WG⑫

             きた

認知症施策事業
推進委員会

第1回
6/12（水）

第2回
2/19(水)

認知症連携会議

1月開催予定

受診券発送
69歳～74歳

3/31検診終了
アプローチ報告

6/3検診開始
検診結果の確認
（随時）

受診券発送
75歳～79歳

認知症初期集中
支援事業

北多摩南部地域
認知症連携会議

北多摩南部認知症
連携会議

北多摩南部認知症
連携会議・部会

6/1(土)
上之原会館

9/13（金）
市役所801

2/14（金）
市役所801

3/14（金）
市役所801

第1回 第2回

認知症講演会
（お元気サミット）

11/13（水）、
11/14（木）

やすらぎ支援
第1回 （第2回）

4/20（土） 6/15（土） 8/17（土） 10/19（土） 12/21（土） 2/15（土）

5/11(土) 7/6（土） 10/5（土） 12/7（土） 3/1(土）

4/6（土）
交流会

5/4（土）
交流会

6/15（土）
交流会

7/13（土）
講習会
「テーマ未定」

8/3（土）
交流会

9/7（土）
交流会

10/5（土）
講習会
「テーマ未定」

11/2（土）
交流会

12/7（土）
交流会

1/4（土）
交流会

2/1（土）
講習会
「テーマ未定」

3/1（土）
交流会

第1回 第2回

きた 4/20(土) 5/18(土) 6/15(土) 7/20(土) 9/28(土) 10/19(土) 11/16(土) 12/21(土) 1/18(土) 2/15(土) 3/15(土)

みなみ (にしのだい） 5/28(火) 7/23(火) 9/24(火) 11/26(火) 1/28(火) 3/25(火)

みなみ (貫井団地） 4/23(火) 6/25(火) 8/27(火) 10/22(火) 12/24(火) 2/25(火)

ひがし (ひだまり） 4/27(土) 5/25(土) 6/22(土) 7/27(土) 8/24(土) 9/28(土) 10/26(土) 11/16(土) 12/21(土) 1/25(土) 2/22(土) 3/22(土)

ひがし (なごみ） 6/26(水) 9/25(水) 12/25(水) 3/26(水)

にし

見守りシール事業
4/27(土) (土) (土) (土)

認知症予防通いの場
7/8(月）
市役所801

11/22（金）
市役所801

 第1回
10/14（月）

第2回
11/11（月）

第3回
12/9（月）

第4回
1/13（月）

5/20（月）ステップ
アップ受講者説明
会研修

その他
認知症地域支援推進員研修、全国合同セミナー、東京都認知症地域対応力向上研修、認知症キャラバン報告会、家族介護教室　等

認知症カフェ

徘徊高齢者捜索模擬訓練

認知症予防通いの場(年2回)

チームオレンジ
設置に向けた検討

一体的支援事業

検討等

桜町高齢者在宅サービスセンター
※担当者連絡会（年2回予定）

家族介護
継続支援事業

まなぶ・語る・つながる～家族の会～
（特養つきみの園）
偶数月第３土曜日　13：00～15：00

小金井認知症家族の集い
（上之原会館）
年5回主に第1土曜日13：00～15：00

認知症高齢者を支える家族の集い
（戸塚ホール）
毎月第1土曜日 13：30～15：00

家族介護継続支援事業支援事業担
当者連絡会（年2回）

認知症検診 検診期間：6/3～3/31

担当医師、認知症地域支援推進員

認知症サポーター
養成講座

定期開催 年3回
(6・9・1月 市報掲載)

随時開催

ステップアップ講座

キッズ認サポ

市職員

市・医師会

令和６年度　認知症施策事業予定表
担当等

・認知症地域支援推進員
・市担当者
・認知症関連担当者(随時)

認知症地域支援推進員

・認知症安心ガイドブックの普及、実
施評価、内容検討
・認知症施策全般の検討



資料６ 

 

認知症講演会（普及啓発）について 

 

１ 令和６年度認知症講演会（普及啓発）について 

  市主催の地域包括ケアシステム普及啓発イベントであるお元気サミッ

トにて認知症講演会（普及啓発）を行う。 

 ⑴ 日時 令和６年１１月１３日（水）の午前又は午後、１４日（木）の

午前で時間はいずれも２時間程度 

 ⑵ 会場 小金井 宮地楽器ホール 小ホール（最大１５０席収容） 

 

２ お元気サミットについて 

  お元気サミットの来場者数や属性については、別紙「令和５年度お元気

サミット・介護みらいフェスアンケート集計結果」参照 

 

３ 過去の認知症講演会（普及啓発）内容 

年度 テーマ 講師（敬称略） 

Ｈ２６ 認知症の理解と対応 杏林大学医学部付属病院 長谷川 浩 

Ｈ２７ 知って得する！認知症の話 杏林大学医学部付属病院 長谷川 浩 

Ｈ２８ 
・東京都認知症疾患医療センターについて 

・地域の入院施設について 

・桜町病院 寺田 久子 

・武蔵野中央病院 牧野 栄一郎 

Ｈ２９ 
・若年性認知症 

・認知症って何ですか？ 

・若年性認知症総合支援センター 来島 みのり 

・樋口 直美（当事者） 

Ｈ３０ 今までの生き方を続けるために ㈱LYXIS 飯塚 裕久 

Ｒ１ ※  
認知症とともに生きる 

～認知症になったら終わりなんて言わせない～ 
丹野 智文（当事者） 

Ｒ４ 認知症講演会 のぞみメモリークリニック 木之下 徹 

Ｒ５ 

・シンポジウム「知って安心！小金井の認

知症施策」 

・パネルディスカッション「“商業活性化”

福祉への挑戦」 

・認知症疾患医療センター 

・介護事業者 

・商工会関係者 ほか 

 ※新型コロナウイルス感染症の影響により、令和元年度はテーマや講師を

決定後に中止、令和２年度・令和３年度も中止 




